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会員の皆様への会長レポート 

IFTA 会員の皆様へ 

IFTA ウェブサイト開発チームがウェブサイトの強化を完了し、3 つの新たなデ

ータベースが追加されたことをお知らせします。我々は、これらのデータベース

が世界中の IFTA 会員協会や会員の皆様の役に立つことを望んでいます。 

IFTA テクニカル分析プレゼンテーション・データベースがスタートしました。
IFTA はすべての会員協会の皆様に、テクニカル分析のプレゼンテーションや
教育資料をお送りいただくよう呼びかけています。それによって他の IFTA 会員

協会や会員が、グローバルなテクニカルアナリストのコミュニティの恩恵を享受で
きるようにしたいと考えています。すべての資料は分野別、著者別に項目付けさ
れています。我々は、このデータベースが IFTA ウェブサイトにおいて、一般的

に検索可能なリソースとして急速に成長していくことを期待しています。自分の
プレゼンテーションがこのデータベースに掲載されることを希望される IFTA 会
員の方は、自国の IFTA 会員協会に連絡して承認を得るとともに、IFTA アドミ

ニストレーションにもご連絡下さい。 

 

IFTA テクニカルアナリスト・データベースは、世界的な資格を持つテクニカル

アナリストの記録を提供するために創設されました。このデータベースに掲載す
るためには、CFTe あるいは同等の IFTA 会員協会の試験に合格している必要
があります。このデータベースの目的は、雇用者が採用候補者のテクニカル分

析資格を確認できるようにすることです。個人は自分のデータを確認することが
できますので、自分の資格がグローバル TA データベースに正しく反映されて
いないと思われる方はご連絡下さい。 

 

IFTA テクニカル分析講師データベースは、このテーマの講師、プレゼンター
としての仕事を求める IFTA 会員の方々のお手伝いをするために創設されまし

た。各エントリーは専門とする分野によってデータに項目付けされています。
IFTA 会員協会や関連グループは研修や会員のミーティングのための専門の
講師、スピーカーをより容易に検索できるものとなることを望んでいます。このデ

ータベースへの掲載を申し込むには、IFTA 会員協会の承認を得ることが必要
になります。希望される方は、自国の IFTA 会員協会と IFTA アドミニストレーシ
ョンにご連絡下さい。 

 

IFTA サラエボ大会は世界中からの参加者の皆様に大いに楽しんでいただく

ことができました。例年通り、多くの著名なスピーカーの方々をお招きし、タイムリ

ーかつ示唆に富むテーマが議論されました。 
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会長レポートのつづき 

 
第１回の IFTA の大会は 1988

年に東京で開催され、それ以来

南北アメリカ大陸とヨーロッパのさ

まざまな都市、さらに最近ではエ

ジプトで開催されています。過去

25 年間で金融市場もテクニカル

アナリストも大きな変化と新しいチ

ャレンジを経験してきました。 

 

例えば 1980 年代後半に第 1

回大会が計画されていた時には、

社会主義終焉後の戦争による破

壊を経たサラエボ（ボスニア・ヘル

ツェゴビナ）で、第 24 回大会が開

催されることになるとは誰が想像

できたでしょうか。この大会が大き

な成功を収め、ヨーロッパの新興

地域でテクニカル分析が注目され

るきっかけになったことを嬉しく思

います。サラエボのボスニア・ヘル

ツェゴビナ協会(SMS)と IFTA 大

会チームの多くの人々の、過去

12 ヶ月にわたる多大な努力がな

ければ、大会の成功はなかったで

しょう。サラエボでのプレゼンテー

ションは、近年開発された新しい

方法やテクニックのいくつかと、そ

れらのポートフォリオ分析、投資管

理、リスクコントロールへの適用に

焦点を当てました。これらのトピッ

クについて参加者は世界中から

集まったテクニカルアナリスト、規

制関係者および業界プロフェッシ

ョナルの講演に耳を傾け、またス

ペシャリスト・ワークショップに参加

しました。講演以外にも、参加者

の皆様が会期中にスピーカーと、

あるいは参加者同士で交流できる

多くの機会が設けられました。ま

た古都サラエボの歴史と名所を楽

しめるソーシャルイベントもいくつ

か実施されました。 

次回の IFTA大会は2012年後

半にシンガポールで開催されま

す。IFTA 理事ロバート・グリッグ

率いる大会チームは既に、シンガ

ポール・テクニカルアナリスト協会

(TASS)のワン・タオ会長と共に、

2012 年大会を成功に導くための

準備を始めています。 

2012 年大会で取り上げてほしい

テーマ、招いてほしいスピーカー

などあればご連絡下さい。 

 

IFTA2011年度年次総会もサラ

エボで開催されました。年次総会

はIFTAの最高の管理機関であ

り、その指示に従って理事会が

IFTAの日々の活動を運営しま

す。今年の年次総会では、ベルリ

ンでの前回の総会における決定

に沿って、新しいIFTA副定款が

可決されました。この重要なコーポ

レートガバナンス文書の改訂は、

世界中のすべてのIFTA会員協

会の意見や提案を集約する必要

があり、大変な作業でした。このプ

ロジェクトに関わったすべての人

と、最終文書をテクニカルアナリス

ト協会のグローバル・コミュニティを

真に代表するものとするために多

くの時間を割いて下さった会員協

会の皆様に深く感謝します。 

 
2011年度年次総会では、IFTA

理事会に3人の新しい理事が選ば

れ ま し た 。 理 事 全 員 の 情 報 は

IFTAウェブサイトで閲覧できます

が、新しく選任された理事の方々

をご紹介しましょう。 

 

ジャネット・ヤングは、1981 年に

ウ ォ ー ル 街 の Thomson 

McKinnon Securities でキャリア

を開始して以来の、ウォール街の

プロフェッショナルです。「ナショナ

ル・インベストメント・チャレンジ」で

は、プロ・オプション部門で世界第

3 位を獲得。ポートフォリオ・マネジ

メント、シンジケーシション、オプシ

ョン・ストラテジスト、ヘッジャー、オ

ペレーション・プリンシパル、ボン

ド・プリンシパル、ピット・トレーダ

ー、マーケット・トレーダー等の多

彩 な キ ャ リ ア を 持 ち 、 以 前 は

NYBOT（ニューヨーク商品取引

所）に勤務。ICE、COMEX、シカ

ゴ 証 券 取 引 所 、 NASDAQ 

OMX、NYSE-LIFFE 会員。アデ

ルフィ大学で学士号・修士号を取

得。 

MTA の CMT プログラム・ディレク

ターで、AAPTA の会長・ディレク

ターでもあります。 

 

ジャネットには IFTA 理事会で、

テクニカル分析試験の開発・運用

に関する豊富な経験を生かして、

IFTA の CFTe 試験プログラムのさ

らなる開発に取り組んでいただきま

す。シラバス（試験要綱）・試験・認

定担当理事との緊密な協力によ

り、IFTA の試験のクオリティとコスト

効率のさらなる向上を目指します。 

 

ロ バ ー ト ・ グ リ ッ グ は Crystal 

Blue (Aust) Pty Ltd のディレクタ

ー兼投資マネージャーとして、ファ

ミリーベースの投資ファンドの運用

を行っています。またコンサルティ

ング会社 CQL Pty Ltd のディレク

ターも務めており、現在はアルゴリ

ズム取引システムのデザイン、構

築、最適化の助言を行っていま

す。以前は石油業界のシェル・グ

ループに勤務、その後 KPMG な

どで企業コンサルティングに従事。

テクニカルプログラマー、アナリス

ト、シニアマネージャー、マネジメン

ト・アカウンタントとして情報技術

(IT)に関わってきました。スウィンバ

ーン大学卒業の公認会計士で、オ

ーストラリア・テクニカルアナリスト協

会(ATAA)のディレクター、ナショナ

ル・プレジデントを務めています。 

 

IFTA 理事会でのロバートの最

初の仕事は、IFTA2012 年大会の

大会ディレクターです。彼には、

ATAA でさまざまな会議を開催し

成功させてきた豊富な経験がありま

す。また IFTA 監査委員会の委員

にも任命されており、経理のスキル

でも IFTA に貢献してくれるでしょ

う。 

 

Klaus Wobbe は金融ソフトウェ

ア 開 発 お よ び 資 産 運 用 を 行 う

INTALUS企業グループの創立者

で社長。 



 

会長レポートのつづき 

その前は、ブレーメン（ドイツ）の

金 融 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 会 社

Tradesignal の社長で、ザンクト

ガ レ ン （ ス イ ス ） の Lenth, 

Stadler, Wobbe Finanz AG の

取締役会メンバーでもありまし

た。1980 年代初めにはドレスナ

ー銀行に勤務。ブレーメン大学

で経済学の学士号、ブレーメン

経済評議会からマーケティン

グの学位を得ています。VTAD

（ドイツ・テクニカルアナリスト協

会）の共同創立者でメンバー、英

国 テ ク ニ カ ル ア ナ リ ス ト 協 会

（STA）のメンバーでもあります。 

 

IFTA理事会では、事業開発

の知識を生かし、IFTAのコミュ

ニケーションおよびマーケティン

グ戦略のさらなる開発に取り組ん

でいただきます。さらに副会長―

ヨーロッパにも就任、この地域の

IFTA会員協会を代表して、その

活動を支援します。 

 

この機会に、退任される理事

の方々の任期中のIFTAへの貢

献にお礼申し上げます。今年

は、長年IFTA理事を務め、最近

では2011年大会担当理事、また

2007～2009年に会長を務めた

エレイン・クヌースが理事を退任

しました。また長年理事を務めた

ジュリアス・ケンペナールとアント

ネッラ・サバティーニ（ともに一般

理事）も今年の年次総会で退任

しています。IFTA理事会、また

全会員協会を代表して、彼らの

長年のハードワークと思慮深い

助言に感謝したいと思います。 

 

理事会は 2012 年に、CFTe

試験の内容・効率の向上と普及

促進、内部手続きの開発、IFTA

の財政のさらなる改善、新しいウ

ェブサイトへのコンテンツの追加

に力を入れていく所存です。 

今後IFTA UPDATEの各号

でこれらの点について好ましい

進展をご報告できると期待して

います。 

 

テクニカル分析のプレゼンテ

ーションを共有したい、あるいは

テクニカル分析の講師を希望さ

れる方は、自国の会員協会また

はIFTAアドミニストレーションま

でご連絡下さい。ウェブサイトの

価値は、そのコンテンツの質と量

で決まります。ウェブサイトが世

界中のIFTA会員の皆様にとっ

て有用なリソースとなるよう、デー

タベースの迅速な充実にご協力

をお願いします。 

 

アダム・ソラブ 

IFTA 会長 

 

祝 CFTe の新合格者！ 
 
Yohann Bouslama, AFATE 

Julien Camberlin, AFATE 

Claudie Mambwe Chipwata, STA 

Philippe Delabarre, Non-Member 

Mohamed Mohsen El Mahroky, ESTA 

Mohamed Abdel Hamid Elkatteb , ESTA 

Mohit Gaba, STA 

Markus Hübner, VTAD 

Claudia Jankewitz, VTAD 

Yoann Le Coz, AFATE 

Richard Leow, TASS 

Menicos Louca, STA 

Dipl.-Inform. (Univ.) Clemens Max, 
VTAD 

Steeve Nivault, AFATE 

Ozkan Ozkaynak, STA 

Purnomo Hardjo Prakoso Sudjono, 
TASS 

Jaromir Vomacka, TASSA 

Ian Charles Flack, ATAA 

John Phillip Flynn, ATAA 

Kyriakos Charilaou, STA 

Richard Thomas Clarke, STA 

Henrik Baranovski Mikkelsen, STA 

Douglas Michael Sharp, STA 

Richard Teale, STA 

Hsiang Yeow Wong, STA 
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IFTA 会員協会ニュース 

テクニカルアナリストが今後直面

するであろう機会とチャレンジに

ついて AATI 会員に話すユスフ

氏。 

AATI（インドネシア・テクニカル 

アナリスト協会） 

AATI は会員の CFTe プログラム

への参加準備を助けるとともに、戦

略的機関投資家へのテクニカル分

析の広報活動に引き続き取り組ん

でいます。 

 

2008 年の金融危機に伴う市場

混乱、2011 年の市場の激動を経

て、テクニカル分析はインドネシア

でポピュラーになりつつあります。

ほぼすべての経済紙がテクニカル

分析による市場見通しを掲載して

いますし、テクニカル分析を報じる

テレビ番組も増えてきました。翻訳

書だけでなく、インドネシア語で書

かれたテクニカル分析の本が出版

されています。インドネシアの数都

市でテクニカル分析のセミナーや

研修が行われています。 

 

ジャカルタで初めての CFTe の

検定試験が行われてから 3 年が経

ちますが、テクニカル分析の専門家

による受験はごくわずかにとどまっ

ています。現在、AATI には CFTe

が 1 人しかいません。今年は、数人

の候補者に資格取得へのサポート

をしていく計画です。それによって

より良いプロフェッショナルなテクニ

カル分析を広めていきます。 

一方で、AATI はテクニカル分

析への理解ある良好な環境と、テ

クニカルアナリストがインドネシア

金融業界に貢献できる最良の雰

囲気を創造するため、戦略的機関

投資家へのテクニカル分析の広

報活動を続けています。 

聴衆に歓迎の言葉を述べる AATI の

共同創立者、インデラハディ・A・クス

マー氏。 

AATI の書記、ギデオン・ラピアン

氏による「戦術的資産配分への

テクニカル分析アプローチ」のプ

レゼンテーション。 

AATI 会員に IFTA を紹介し、IFTA

大会に参加した経験を語るギデ

オン・ラピアン氏。 

AATI 会員として初めて CFTe 資格を取

得したムハマド・アルファティ氏が、受

験を希望する会員に CFTe プログラム

について説明。 

CFTe 受験に関心を示す AATI 会

員たち。 
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CFTe 受験に関心のある会員のための

第 2 回会合 

AATROM（ルーマニア） 

AATROM は 12 月 7 日、初め

てのオンラインセミナー「平均足： 

短期集中コースとトレーディングへ

の応用」を開催しました。 

AFATE（フランス） 

理事会は Cyril Baudrillart 氏

（CFTe）を新会長に選びました。

同 氏 は か つ て Exane BNP 

Paribasに勤務、現在はBBSPパ

ートナーズの著名なストラテジスト

です。 

 

AFATE は過去 1 年間で 10 の

ワークショップ、2 度のカンファレン

ス、2 度の半日「大学」（それぞれ 3

回のカンファレンス）を開催しまし

た。毎回平均 50 人が参加するワ

ークショップは、現在の回数（年

10 回）を維持していく計画です

が、カンファレンスは開催コストが

かさむため、回数を減らす予定で

す。また学術方面にも力を入れ、

キャンパスでの活動の回数を増や

す計画です。 

 

AFATE は STA との合意に基

づき、テクニカル分析のDVDを会

員向けに販売する計画を進めると

ともに、近い将来それをフランス語

に翻訳することも検討しています。 

会員数は 2010 年の 229 人から

2011 年は 214 人と、ほぼ横ばい

でした。2009 年と比べると大きく

増加(+34%)しています。 

レバノン・テクニカルアナリスト協

会 (LSTA)はレバノン当局の承認

を受け、2011年3月、非営利団体

としてスタートしました。最初の執

行委員会は、FOREX ディーリン

グルームを担当する銀行家、プラ

イベートバンカー、投資銀行の有

力者、そしてプライベートセクター

の投資家など、以下の 7 人の委員

で発足しました。 

 

Mr. Gregoire Azar、会長 

—BLOM BANK SAL 

 

Mr.Eduardo Fakhoury、副会長 

－CREDIT FINANCIER 

INVEST SAL 

 

Mr. Imad Bitar、財務担当 

—BYBLOS BANK SAL 

 

Mr. Georges Homsi、書記長 

—CREDIT LIBANAIS SAL 

 

Mrs. Manal Bteich Karam、執

行委員 

—BLOMINVEST BANK SAL 

 

Miss Judy Karam、執行委員 

—THOMSON REUTERS INC 

 

Mr. Mario Kfoury、執行委員 

—個人投資家 

 

発展途上の協会として、LSTA

には現在 37 人のアクティブメンバ

ーがおり、日々成長を続けていま

す。本部は首都ベイルートの中心

部、中東有数のビジネススクール

ESA （ Ecole Superieure des 

Affaires）のキャンパスにありま

す。LSTA は 2011 年 5 月、ESA

と正式なパートナーシップ契約を

締結しました。ESA のキャンパス

は非常に恵まれた立地にあり、レ

バノン中央銀行とフランス教育省

が出資しています。中東で高く評

価されている ESA は、レバノンの

銀行業界で必須の資格である

BFQ (Banking Financial 

Qualification)を授与する唯一の

大学です。 

 

発足以来、LSTA はテクニカル

分析の普及促進、レバノンのディ

ーラー／トレーダー、ディーリング

ルームの責任者、そのクライアント

（個人投資家）への、LSTA 加盟

のメリットの説明を中心に活動して

きました。 

LSTA では既に 3 月以来 9 回

の定例会議（ほぼ毎月）を開催し

ました。メインテーマはマーケット・

プレゼンテーション、予測、さまざ

まなテクニカル分析手法の紹介―

―ディスカッションと友好的な議論

を通じてのメンバー間の交流と協

力の促進です。 

 

さらに ESAキャンパスで、CFTe

受験準備を目的とするLSTA会長

Gregoire Azar による初めてのテ

クニカル分析講座が 2011 年 10

月下旬にスタートしました。3 つの

小委員会（教育、コミュニケーショ

ン、イベント）が設置され、毎回の

定例会議後にニュースレターの発

行を開始しました。 

 

最近数週間で、LSTA 執行委

員はレバノン銀行業界へのテクニ

カル分析の導入と友好関係の確

立を目指して、銀行・金融業界の

さまざまな有力者、レバノン中央銀

行の銀行規制委員会の著名なメ

ンバーで高等銀行会議のメンバ

ーである人物、 
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アラブ取引所連盟の事務局長を

訪問しました。アプローチは成功

し、彼らは当協会の高潔な任務へ

の協力を約束してくれました。 

 

LSTA は現在、創立 1 周年と総

会の準備を進めています。銀行・

金融業界の有力者、プロフェッショ

ナルや個人投資家が集う大きなイ

ベントです。（ESTA の ASHRAF

会長の協力を得て）IFTA からゲス

トやスピーカーを招く計画です。メ

ンバーのための双方向のブログが

あ る LSTA の 新 ウ ェ ブ サ イ ト

(www.lstalebanon.com)もスター

トしました。 

LSTA はこれまでの成果を誇り

に思い、2012 年もさらに努力を重

ねます。IFTA 会員協会の皆様に

も、LSTA の今後のプロジェクトに

ついて詳しくお知らせしていきま

す。 

会長 Gregoire Azar 

STAP（パキスタン） 

STAP カンファレンスの写真から抜粋 
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【 国 際 検 定 テ ク ニ カ ル ア ナ リ ス ト

（MFTA）プログラム】 
 

 
IFTA の国際検定テクニカルアナリスト

（MFTA）は、受験者が高度な専門性を有し

ているかどうかをテクニカル分析の専門家に

よって審査・認定するものです。 

CFTe（Certified Financial Technician）または

同等の資格保有者であれば、だれでも

MFTA に応募することができます。資格保有

者には以下が含まれます。 

 

• 日本テクニカルアナリスト協会（NTAA）から

CFTe（2 次試験合格）の認定を受けた者 

• オーストラリア・テクニカルアナリスト協会

（AATA）からテクニカル分析のディプロマ

（Dip.TA）を取得した者 

• エジプト・テクニカルアナリスト協会（ESTA）

から ESTA テクニカルアナリストプログラム

（CETA）の修了証を取得した者 

 

MFTA は独自の研究を対象としています。

テクニカル分析の世界的基準に照らして高

度なプロフェッショナリズムを証明する必要が

あります。 

上記の正式な資格は持たないもののテクニ

カルアナリストとしての他の資格や長年の経

験を有する IFTA 個人会員のために、認定委

員会では｢特例｣を設けております。学問また

は実務の面でテクニカル分析に深くかかわっ

てきた実績を持つものであれば、CFTe 保有

者でなくても MFTA への応募が認められま

す。 

以下の 3 つの条件のいずれかに該当してい

れば、MFTA への応募が可能です。 

• Certified Market Technician（CMt）の資格、

STA（テクニカルアナリスト協会）のディプロ

マなど、CFTe 以外のテクニカルアナリスト

の資格を持ち、かつ、テクニカルアナリスト

として 3 年以上の経験を有すること。 

• CFA 協会認定の証券アナリスト（米国証券

アナリスト）〈CFA〉、公認会計士（CPA）、経

営学修士（MBA）など、CFTe 以外の証券

関係の資格を持ち、かつ、テクニカルアナ

リストとして 5 年以上の経験を有すること。 

• テクニカルアナリストとして 8 年以上の経験

を有すること。 

これらの要件を満たす候補者は、「特例」と

して出願することができます。出願が認めら

れると、MFTA コースに登録し、論文の概要

を提出できます。 

 

 

論文の基準 
 
MFTA を修了しディプロマを取得するには、

3,000～5,000 ワードの研究論文を完成する必要

があります。この語数のほかに図表やグラフなど

を追加することができます。 

論文は以下の基準をすべて満たしていなければ

なりません。 

• 独自の研究であること。 

• 理由づけされた論理的な議論が展開され、か

つ、妥当な結論が導かれており、それを裏付

けるテスト、研究、分析が論文に含まれている

こと。 

• 実用的な研究テーマであること。 

• 世界的なテクニカル分析に知見をもたらすもの

であること。 

 日 程 
 
MFTAは以下のスケジュールで年2回（2 セッショ

ン）行なわれます。 

 

セッション 1 
「特例」出願期限    2 月 28 日 

出願、論文概要、費用支払い期限    

5 月 2 日 

論文提出期限     10 月 15 日 

 

セッション 2 
「特例」出願期限   7 月 31 日 

出願、論文概要、費用支払い期限     

10 月 2 日 

論文提出期限 翌年 3 月 15 日 

 

コース登録 
詳細と登録については、 

http://www.ifta.org/certifications/master-of-fin

ancial-technical-analysis-mfta-program/  を ご

覧ください。 

 

費 用 
IFTA 個人会員  900 米ドル 

非会員       1,100 米ドル 

 



 

投 稿 の お 願 い   2013 年度 IFTA ジャーナル 

 

IFTA ジャーナルは、国際テクニ

カルアナリスト連盟が発刊した優

れた年刊物です。IFTA 個人会員

からなる委員会において編集して

います。IFTA ジャーナルは、あら

ゆる領域で活躍するテクニカル分

析の学者、学習者、実務家にとっ

て必須の読みものです。テクニカ

ル分析に関心を持つすべての人

にとって、豊かな内容を持つ優れ

た情報源です。 

信頼と認知                
IFTA ジャーナルは、グローバル

な市場におけるテクニカル分析の

発展を題材として扱う唯一のテク

ニカル分析の国際誌であり、全大

陸からオリジナルの原稿が寄せら

れています。本誌は、世界中の一

線級の実務家や研究者が手にし

ます。 

 

書籍の形式に製本されている

IFTA ジャーナルは、メジャーな専

門資料です。本誌が IFTA のウェ

ブサイトでオンライン出版される

と、お寄せいただいたオリジナル

原稿が、将来の情報資源としてテ

クニカルアナリストのグローバル・

コミュニティーに届くことになりま

す。2013 年度版は 10,000 部が出

版され、全世界に配布されます。 

 

トピック                   
IFTA では、テクニカル分析の

分野に直接または間接的に影響

を与える出来事を紹介する原稿を

募集しています。例えば、次のよう

な分野が対象です。 

 

• 基本的な市場分析手法 

• 指標―センチメント、出来高分

析、モメンタム、その他 

文体                     
論文スタイルでお願いします。

下記のリンクを参考にして下さ

い。 

 

参照先                   
原稿で言及する文献はすべ

て、文献目録と後注で出典先を

適切に示して下さい（脚注は不

可）。 

 

 

 

 

寄稿の方法                 
登録および寄稿は www.ifta.org

から、または編集者のレジーナ・ミ

ー二 rjcmeani@idx.com.au まで

E メールでお願いします。 

 

 

言語                     
原稿は必ずイギリス英語でお願

いします。 

 

• グローバルおよびイントラグロー

バルなテクニカルアナリスト 

• テクニカルアナリストのスタイル 

• データ 

• 投資の世界におけるテクニカル

アナリストの役割変化 

 

特に、以前検討された例のない

分野を対象とする寄稿やテクニカ

ル分析に付随するトピックを募集

しています。 

 

上記リストは指針に過ぎず、決

してこれらに限定されません。テク

ニカルアナリストのあらゆる領域お

よびそれと関連する分野から、新

しく画期的なアイデアを取り込むこ

とのできるジャーナルにしたいと願

っています。 

 

 

下記の指針に従って下さい。 

http://www.cse.unsw.edu.au/~ger

not/style-guide.html%20 

 

参照文献と引用の正確を期す

ることは、著者の責任です。 

 

参照文献と引用については、提

出前に著者が十分にチェックして

下さい。 

 

参照文献はすべて後注として

下さい。 

 

参照文献または文献目録を別

途のリストとして提出しないで下さ

い。 

 

 

図、チャート、表            
イラストとチャートには、通し番

号（Figure xx）を付け、出典（引用

の場合）を記して下さい。 

表には表番号（Table xx）を付

け、出典を記して下さい。 

 

 

原稿の長さ                
原稿は約 1,200～3,000 ワード

の本文に裏付けとなるグラフやチ

ャートを添えて下さい。 

  

 

形式                    
MS ワードまたはその他のテキス

ト形式でお願いします。 

PDF 形式は不可です。チャートと

グラフは gif または jpeg 形式でも構

いませんが、印刷用として必要と

なる場合が考えられますので、tif

形式でも保存しておかれるように

お願いします。原稿を裏付けるた

めに Excel のスプレッドシートを添

えていただいても結構です。 

 

 

 

http://www.ifta.org/
http://www.ifta.org/
mailto:rjcmeani@idx.com.au
http://www.cse.unsw.edu.au/~gernot/style-guide.html
http://www.cse.unsw.edu.au/~gernot/style-guide.html


 

投 稿 の お 願 い （ 続き ） 2013 年度 IFTA ジャーナル 

 

編集スケジュール           

 
1 月 28 日  「論文募集」を配布 

 

5 月 31 日  すべての原稿の締 

     切 

 

5 月 31 日  査読のために配布 

 

7 月 29 日  査読者からのコメ 

ントが編集者に 

 

8 月 15 日  採否の通知 

 

8 月 29 日  印刷原稿の提出 

 

2012 年 10 月 印刷版の出版、 

世界中に配布 

 

2012 年 12 月 ウェブ出版 

 

 

ライセンスおよび著作権     

 
原稿は本ページ下にある『出版

契約』の著者署名とともに提出し

て下さい（『出版契約』をご覧下さ

い）。 

 

ウェブサイトで出版する場合が

あります。 

他のライセンスの言及がない場

合、提出いただいた原稿は本ライ

センスの対象となります。 

 

原稿の選定                

 
原稿は、内容に基づいて IFTA

ジャーナル編集委員会が選定しま

す。 

 

 

 

すべての原稿を採用することは

できませんので、あらかじめご了

承下さい。原稿の数と質、および

編集者の裁量によっては、選定結

果を交渉にて変更できない場合

がございます。 

 

報酬                      

 
国際テクニカルアナリスト連盟

はボランティアによって組織、 

運営され、会員協会によって支え

られています。原稿料をお支払い

することはできません。どうかご理

解賜りますようお願い申し上げま

す。 

 

質問                     

 
詳 細 に つ い て は 、

journal@ifta.org.までお問い 

合わせ下さい。 

 

出  版  契  約 
 

以下は、著者（および共著者） 

 

                                 

が執筆した原稿 

 

                                 

について、著者（および共著者）と国際テクニカルアナ

リスト連盟の間で締結される契約である。 

 

著者の権利付与 

著者（および共著者）は出版者に当該著作の排他的

最優先出版権を付与し、また、その他の方法で、著作

権が有効な期間、あらゆる媒体を使用して、あらゆる言

語で、世界中で当該著作を使用する非排他的ライセン

スを付与する。 

 

出版者は当該原稿を IFTA ジャーナルに発表すること

に同意する。 

 

出版者は原稿に、「著作権は（著者（および共著者）の

氏名）に帰属します」との表記を含めるものとする。原稿

の読者は、著作権所有者の許可を得ずに複製を作成

することができる。ただし、複製に著者と出版者の名前

が明記され、複製が非営利の教育目的に使用される場

合に限る。 

 

 

 

 

著者（および共著者）に帰属する著作権の所有権 

原稿の著作権は、引き続き著者（および共著者）に

帰属する。 

 

原作者の保証 

著者（および共著者）は出版者に対し、原稿がオリジ

ナルであり、自身が単独の著者（および共著者）であ

り、本契約を結ぶ全権を有することを保証する。著者

（および共著者）は、当該保証の一切に関して、一切の

申し立てまたは訴訟の最終判決後に、出版者に対し、

損失およびその他の経費のすべてを補償する。かかる

経費には、妥当な弁護士費用が含まれる。 

 

著者（および共著者）名 

 

                                 

著者（および共著者）署名     日付 

 

                                 

 

承諾いただけましたら、『出版契約』の必要事項をす

べてご記入の上、ファクスまたは E メールにて下記まで

ご送信下さい。 IFTA Headquarters、（ファクス）  +1 

301-990-9771 または（E メール） admin@ifta.org 

 

 

mailto:journal@ifta.org
mailto:admin@ifta.org


 

 

IFTA UPDATE 刊行予定 

『IFTA UPDATE』は国際テクニカルアナリスト連盟が年4 回刊行する電子版のニ

ューズレターで、世界中の7,000 人以上のIFTA 会員に配布されています。

『IFTA UPDATE』は、IFTA の会員協会や個人会員とのコミュニケーションを図る

のに効率的で費用効果に優れた手段です。 

刊 行 予 定                                         

春号 （広告提出締め切り 2012年3月1日） 

夏号 （広告提出締め切り 2012年6月1日） 

秋号 （広告提出締め切り 2012年9月1日） 

冬号 （広告提出締め切り 2012年12月1日） 

詳細及び広告掲載は、IFTA ウェブサイト

http://www.ifta.org/publications/newsletter/をご覧下さい。 

I F T A 会 員 協 会 
理   事   会 


